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事業の人員、設備及び運営に関する基準等について 

 

 事業の実施に当たっては、以下に示す基準等を満たす必要があります。 

 

1. 基準省令（事業目的を達成するために必要な最低限度の基準を定めたもの） 

 

・指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準 

 （平成 11 年厚生省令第 37 号） 

・指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サー 

 ビス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準 

 （平成 18 年厚生労働省令第 35 号） 

・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準 

（平成 18 年厚生労働省令第 34 号） 

・指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域

密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準 

（平成 18 年厚生労働省令第 36 号） 

・指定介護老人福祉施設の事業の人員、設備及び運営に関する基準 

（平成 11 年厚生省令第 39 号） 

・介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準 

（平成 11 年厚生省令第 40 号） 

・指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準 

（平成 11 年厚生省令第 38 号） 

・指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準 

（平成 18 年厚生労働省令第 37 号） 

 

 

2. 吹田市条例等（基準省令等に従い、吹田市条例等として定めた基準等） 

・指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準 

（吹田市介護保険法施行条例第 3 条（平成 25 年吹田市条例第 7 号）） 

・指定介護予防サービス等の事業の人員、設備、運営及び支援の方法に関する

基準  

（吹田市介護保険法施行条例第 5 条（平成 25 年吹田市条例第 7 号））  

・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準 

（吹田市介護保険法施行条例第 10 条（平成 25 年吹田市条例第 7 号）） 

・指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準  
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（吹田市介護保険法施行条例第 17 条（平成 25 年吹田市条例第 7 号）） 

・指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準 

（吹田市介護保険法施行条例第 13 条（平成 25 年吹田市条例第 7 号）） 

・介護老人保健施設の人員、施設、設備及び運営に関する基準 

（吹田市介護保険法施行条例第 14 条（平成 25 年吹田市条例第 7 号）） 

・指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準 

（吹田市介護保険法施行条例第 4 条（平成 25 年吹田市条例第 7 号））  

・指定介護予防支援等の事業の人員、運営及び支援の方法に関する基準 

（吹田市介護保険法施行条例第 6 条（平成 25 年吹田市条例第 7 号））  

 

 

3. 解釈通知（基準省令の解釈等の詳細を示したもの） 

 

・指定居宅サービス等及び指定介護予防サービス等に関する基準について 

 （H11.9.17 老企第 25 号） 

 

4. 関連する告示・通知等（関連する告示、通知、事務連絡等） 

 

5. 指定基準 Q&A  （基準省令、解釈通知等の疑義内容について QA 方式で示したも

の） 
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介 護 保 険 最 新 情 報

Vol.１２９１

令和６年７月１２日

厚生労働省老健局老人保健課

貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。

各都道府県介護保険担当課（室）
各市町村介護保険担当課（室）
各 介 護 保 険 関 係 団 体 御 中

← 厚生労働省 老健局老人保健課

今回の内容

旧 LIFE システムから新 LIFE システムへの

移行作業のお願い

計６枚（本紙を除く）

連絡先 TEL : 03-5253-1111(内線３９４４、３９４５)

FAX : 03-3595-4010
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1

事 務 連 絡

令和６年７月 12 日

都道府県介護保険主管課（室）

各 市町村介護保険担当課 （室） 御中

介 護 保 険 関 係 団 体

厚生労働省老健局老人保健課

【移行作業未実施の事業所向け】

旧 LIFE システムから新 LIFE システムへの移行作業のお願い

介護保険行政の円滑な実施につきましては、日頃から御尽力賜り厚く御礼申し上げ

ます。

「科学的介護情報システム（LIFE）」（以下「LIFE システム」という。）につきまし

ては、令和６年４月 22 日より新 LIFE システムの一部機能について稼働を開始して

おり、令和６年８月１日より、令和６年度報酬改定に対応した新 LIFE システムの本

格稼働を開始する予定です。

本格稼働開始に当たって、本年７月 30 日までに移行作業を実施していただく必要

がありますが、未だ移行作業を終了していない事業所が一定数あるため、改めて以下

のとおりお知らせします。

各都道府県におかれましては、本事務連絡の内容について、貴管内の介護事業者、

市町村、関係団体、関係機関等に対して周知をお願いします。

記

「令和６年度報酬改定に対応した「科学的介護情報システム（LIFE）」の稼働に係る

周知について」（令和６年６月 20 日付け事務連絡）でもお示ししているとおり、旧

LIFE システムを利用していた事業所・施設においては、新 LIFE システム利用に当

たって移行作業を実施する必要があります。（別紙参照）

令和６年８月１日以降、旧 LIFE システムはサービスを終了し、利用できなくなる

ため、まだ移行作業を完了していない事業所・施設においては、令和６年７月 30 日

までに必ず移行作業を実施するようお願いします。（7月 31 日はメンテナンス日とな

りシステムが停止する予定です。）

移行作業については、別添の「旧 LIFE システムから新 LIFE システムへの移行作業

のお願い」をご参照下さい。
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2

 新 LIFE システム内の「操作マニュアル・よくあるご質問等」

https://life-web.mhlw.go.jp/help

令和６年７月 30 日までに移行作業が完了できなかった場合は、新 LIFE システ

ムにて、旧 LIFE システムで登録した一部情報（被保険者に関する個人情報等）が

正しく画面に表示されません。正しい表示をさせるためには別途作業が必要とな

り、本来は不要な作業負担が発生します。令和６年７月 30 日までに必ず移行作

業の実施をお願いします。

やむを得ない理由で、令和６年７月 30 日までに移行作業を完了できない場合

であっても、旧 LIFE システムからバックアップファイルの取得だけは、必ず令

和６年７月 30 日までに行っていただきますようお願いします。（バックアップフ

ァイルの取得方法については、前述の「LIFE 移行ガイド」をご確認ください。）

以上
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旧LIFEシステムから新LIFEシステムへの
移⾏作業のお願い

介護事業所・施設の皆様へ

令和6年 （火）

までに 新LIFEシステムへの移⾏をお願いいたします

• 移⾏にあたり、 旧LIFEシステム側での作業が必要です。

• 7月30⽇までに移⾏作業が完了できなかった場合、
新LIFEシステムの利⽤を開始した際、旧LIFEシステムで登録した
一部情報（被保険者に関する個人情報等）が正しく画面に表
示されず、別途表示させるための作業が必要となります。

• 旧LIFEシステムを利⽤したことがあり、新LIFEシステムへまだ移
⾏されていない場合は、新LIFEシステムへの移⾏をお願いします。

• 7月31日に旧LIFEシステムはサービスを終了いたします。
やむを得ず移⾏作業が間に合わない場合でも、バックアップファイ
ルの取得だけは⾏ってください。

2024.7.12

1

※本内容は 旧LIFEシステムをご利⽤したことがあり、
新LIFEシステムへの移⾏作業をまだ⾏っていない事業所・施設 が対象です

34
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1.新LIFEシステムへの移⾏作業について

• 移⾏作業の⼿順につきましては、
「LIFE移⾏ガイド」をご覧ください。
（移⾏の流れは次ページをご覧ください）

• LIFE移⾏ガイドは、新LIFEシステムのトップページ右上の
「操作マニュアル・よくあるご質問等」よりご覧いただけます。
(新LIFEシステムURL︓https://life-web.mhlw.go.jp/home) ＼click!／

2
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2.新LIFEシステムへの移⾏のしかた

事業所管理者

旧LIFEシステムでバック
アップファイルを出⼒する

新LIFEシステムのホーム画
面より、新規ログインをする

管理ユーザーの
パスワードを初期化する

新LIFEシステムの起動
アイコンをダウンロードする

起動アイコンから
新LIEFにアクセスする

管理ユーザーの
パスワードを変更する

旧LIFEシステムのバック
アップファイルを取り込む

操作職員のパスワードを
初期化する

操作職員に
ログイン情報を連携する

起動アイコンから
新LIEFにアクセスする

操作職員のパスワードを
変更する

最新のバックアップ
ファイルを取り込む

新LIFEシステムの利⽤を開始する

旧LIFEシステム
での作業

新LIFEシステム
での作業

LIFE移⾏ガイドでの
記載ページ番号

p.3-12

p.3-13

p.3-17

p.3-18

p.3-27

p.3-29

p.3-30

p.3-34

p.3-37

p.3-38

p.3-40

p.3-42

• 移⾏作業全体の流れは下図の通りとなっております。
• 新LIFEシステムへのログインにあたっては、電子請求受付システム（介護）
のログインID・パスワード（・セキュリティコード）をご用意ください。

• 旧LIFEシステムのID・パスワードでは、新LIFEシステムにログインできません。

管理ユーザー 操作職員
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• 電子請求受付システム（介護）のセキュリティ用メールアドレス設定は、
共通ログインサポート窓口にお問い合わせください。

• 電⼦請求受付システム（介護）のパスワード再発⾏に関する問い合わ
せは、請求先の国保連合会にお問い合わせください。

4

3.お問い合わせ先

LIFEシステムの操作に関するお問い合わせ先

電子請求受付システム（介護）に関するお問い合わせ先

【共通ログインサポート窓口】
TEL ︓0570-000-887
E-mail ︓kyotsu-login@support-e-seikyuu.jp

• LIFEシステムの操作で不明なことがある場合は、
下記URLのお問い合わせフォームをご利⽤ください。

• お問い合わせフォームは、新LIFEシステムのトップページ右上にある
「お問い合わせの⽅へ」からもご利⽤いただけます。

【新LIFEシステム お問い合わせフォーム】
https://life-web.mhlw.go.jp/common-inquiry
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介 護 保 険 最 新 情 報 

 

 

 

 

 

Vol.1216 

令和６年３月 15日 

厚生労働省老健局老人保健課 
 

貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室） 
各介護保険関係団体      御 中 

← 厚生労働省老健局老人保健課 

今回の内容 

科学的介護情報システム（LIFE）関連加算

に関する基本的な考え方並びに事務処理

手順及び様式例の提示について 

計20枚（本紙を除く） 

連絡先  T E L  : 03-5253-1111(内 3944) 

F A X  : 03-3595-4010 
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1 
 

老老発 0315 第４号 

令和６年３月 15 日 

各都道府県介護保険主管部（局）長宛 

 

厚生労働省老健局老人保健課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

科学的介護情報システム（LIFE）関連加算に関する基本的な考え方並びに 

事務処理手順及び様式例の提示について 

 

 

 科学的介護情報システムに関連する各加算の算定については、「指定居宅サービスに要す

る費用の額の算定に関する基準（訪問通所サービス、居宅療養管理指導及び福祉用具貸与

に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実

施上の留意事項について」（平成 12 年３月１日老企第 36 号。以下「訪問通所サービス通

知」という。）、「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービ

ス及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要する費用の額の

算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」（平成 12 年３月８日老企第 40

号）、「指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の

留意事項について」（平成 18 年３月 17 日老計発第 0317001 号、老振発第 0317001 号、老老

発第 0317001 号）、「指定地域密着型サービスに要する費用の額の算定に関する基準及び指

定地域密着型介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上

の留意事項について」（平成 18 年３月 31 日老計発第 0331005 号、老振発第 0331005 号、老

老発第 0331018 号）及び「特別診療費の算定に関する留意事項について」（平成 30 年４月

25 日老老発 0425 第２号）において示しているところであるが、今般、事務処理手順及び

様式例を以下のとおりお示しする。 

また、本課長通知の発出に伴い、「科学的介護情報システム（ＬＩＦＥ）関連加算に関す

る基本的考え方並びに事務処理手順及び様式例の提示について」（令和３年３月 16 日老老

発 0316 第４号）を廃するので、御了知の上、各都道府県におかれては、管内市町村、関係

団体、関係機関等にその周知徹底を図るとともに、その取扱いに当たっては遺漏なきよう

期されたい。 

 

 

記 

 
 
第１ 科学的介護情報システム（LIFE）について 

令和３年度より、介護施設・事業所が、介護サービス利用者の状態や行っているケア

の計画・内容等を提出し、入力内容が集計され、当該施設等にフィードバックされる仕

組みとして「科学的介護情報システム（Long-term care Information system For 

Evidence）」（以下「LIFE」という。）の運用を開始した。令和６年度改定においては、こ

れまでの取組の中で指摘されてきた入力負担等の課題に対応し、さらに科学的介護の取

26
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組を推進する観点から入力項目の見直し等を行うこととした。 

LIFE の利用申請手続等については、「令和６年度介護報酬改定を踏まえた科学的介護

情報システム（LIFE）の対応について」(令和６年３月 15 日厚生労働省老健局老人保健

課事務連絡)を、データ提出に当たって、各項目の評価方法等については、「ケアの質の

向上に向けた LIFE 利活用の手引き 令和６年度改定版（仮称）」（令和６年３月中に公開

予定。）を参照されたい。 

ＵＲＬ：https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00037.html   

 

 

第２ LIFE への情報提出頻度及び提出情報について 

LIFE へ提出された情報については、利用者又は入所者（以下、「利用者等」という。）

単位若しくは事業所・施設単位で分析され、フィードバックされる。そのため、LIFE へ

のデータ提出が要件となっている加算において提出する情報は、フィードバックに活用

する観点から、様式の各項目うち、記入者名や自由記載の箇所等については提出を求め

ないこととした。また、生年月日等の原則更新がない利用者の基本情報についても利用

者情報登録の内容からデータ連携される。その他、各加算において提出する情報につい

ては、以下を参照されたい。 

また、令和６年度改定においては、入力負担軽減や利便性向上の観点から、LIFE シス

テムを更改し、令和６年７月末頃に新システムを運用開始する予定である。令和６年度

改定に対応した介護記録ソフトを導入するために時間を要する等の事情のある場合は、

以下の規定にかかわらず、令和６年４月～８月サービス提供分の情報の提出について

は、令和６年 10 月 10 日までに提出することを可能とする。なお、やむを得ない事情が

なく、提出すべき情報を令和６年 10 月 10 日までに提出していない場合、算定した当該

加算については、遡り過誤請求を行うこと。 

 

 

１ 科学的介護推進体制加算 

  （１）LIFE への情報提出頻度について 

利用者等ごとに、アからエまでに定める月の翌月 10 日までに提出すること。な

お、情報を提出すべき月について情報の提出を行えない事実が生じた場合、直ちに

訪問通所サービス通知第１の５の届出を提出しなければならず、事実が生じた月の

サービス提供分から情報の提出が行われた月の前月までの間について、利用者等全

員について本加算を算定できないこと（例えば、４月の情報を５月 10 日までに提

出を行えない場合は、直ちに届出の提出が必要であり、４月サービス提供分から算

定ができないこととなる。）。 

ア 本加算の算定を開始しようとする月においてサービスを利用している利用者等

（以下「既利用者等」という。）については、当該算定を開始しようとする月 

イ 本加算の算定を開始しようとする月の翌月以降にサービスの利用を開始した利

用者等（以下「新規利用者等」という。）については、当該サービスの利用を

開始した日の属する月（以下、「利用開始月」という。） 

ウ ア又はイの月のほか、少なくとも３月ごと 

エ サービスの利用を終了する日の属する月 
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  ただし、イの場合であって、月末よりサービスを利用開始した利用者等に係る

情報を収集する時間が十分確保できない等のやむを得ない場合については、利用

開始月の翌々月の 10 日までに提出することとしても差し支えない。その場合、当

該利用者等に限り、利用開始月のサービス提供分は算定できない。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

通所サービス、居住サービス及び多機能サービスにおいて科学的介護推進体制加

算を算定する場合又は施設サービスにおいて科学的介護推進体制加算（Ⅰ）を算定

する場合は、事業所又は施設の全ての利用者等について、別紙様式１（科学的介護

推進に関する評価（通所・居住サービス））又は別紙様式２（科学的介護推進に関

する評価（施設サービス））にある「基本情報」、「総論」、「口腔・栄養」及び「認

知症（別紙様式３も含む。）」の任意項目を除く情報を、やむを得ない場合を除き提

出すること。 

施設サービスにおいて科学的介護推進体制加算（Ⅱ）を算定する場合は、上記に

加えて「総論」の診断名・服薬情報ついても提出すること。 

上記以外の項目（「認知症」や「その他」の任意項目等）についても、必要に応

じて提出することが望ましいこと。 

また、提出情報は、利用者ごとに、以下の時点における情報とすること。 

  ・（１）アに係る提出情報は、当該算定開始時における情報 

  ・（１）イに係る提出情報は、当該サービスの利用開始時における情報 

  ・（１）ウに係る提出情報は、前回提出時以降の評価時点の情報 

  ・（１）エに係る提出情報は、当該サービスの利用終了時における情報 

 

 

 ２ ADL 維持等加算 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

利用者等ごとに、評価対象利用開始月及び評価対象利用開始月の翌月から起算し

て６月目の月の翌月 10 日までに提出すること。 

なお、情報を提出すべき月においての情報の提出を行っていない事実が生じた場

合は、直ちに訪問通所サービス通知第１の５の届出を提出しなければならないこ

と。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

事業所又は施設における利用者等全員について、利用者等のＡＤＬ値（厚生労働

大臣が定める基準（平成 27 年厚生労働省告示第 95 号）第 16 号の２イ（２）のＡＤ

Ｌ値をいう。）、別紙様式１（科学的介護推進に関する評価（通所・居住サービス））

にある「基本情報」、及び「初月対象又は６月対象への該当」を、やむを得ない場合

を除き、提出すること。 

ただし、評価対象利用開始月の翌月から起算して６月目にサービスの利用がない

場合については、当該サービスの利用があった最終の月の情報を提出すること。 

 

 

 ３ 個別機能訓練加算（Ⅱ）・（Ⅲ） 

（１）LIFE への情報提出頻度について 
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利用者等ごとに、アからウまでに定める月の翌月 10 日までに提出すること。 

ア 新規に個別機能訓練計画の作成を行った日の属する月 

イ 個別機能訓練計画の変更を行った日の属する月 

ウ ア又はイのほか、少なくとも３月に１回 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 個別機能訓練加算(Ⅱ）においては、「リハビリテーション・個別機能訓練、栄

養、口腔の実施及び一体的取組について」別紙様式３―２（生活機能チェックシ

ート）にある「評価日」、「要介護度」、「障害高齢者の日常生活自立度」、「認知症

高齢者の日常生活自立度」、「職種」、「ＡＤＬ」、「ＩＡＤＬ」及び「基本動作」、

並びに別紙様式３―３（個別機能訓練計画書）にある「作成日」、「要介護度」、

「障害高齢者の日常生活自立度」、「認知症高齢者の日常生活自立度」、「健康状

態・経過（病名及び合併症に限る。）」、「個別機能訓練項目（プログラム内容、頻

度及び時間に限る。）」の各項目に係る情報を提出すること。 

イ 個別機能訓練加算（Ⅲ)については、栄養マネジメント強化加算及び口腔衛生

管理加算(Ⅱ)を算定していることが要件であるため、上記アに加え、８(２)及び

10(２）に示す情報を提出していること。 

ウ 提出情報は、以下の時点における情報とすること。 

  ・（１）ア及びイに係る提出情報は、当該情報の作成又は変更時における情報 

  ・（１）ウに係る提出情報は、前回提出時以降の情報 

 

 

４ リハビリテーションマネジメント加算（ロ）・（ハ） 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（１）を参照されたい。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 通所リハビリテーション及び訪問リハビリテーションにおいてリハビリテーシ

ョンマネジメント加算（ロ）を算定する場合については、「リハビリテーショ

ン・個別機能訓練、栄養、口腔の実施及び一体的取組について」別紙様式２―２

―１及び２―２―２（リハビリテーション計画書）にある「評価日」、「介護

度」、「担当職種」、「健康状態、経過（原因疾病及び発症日・受傷日、合併症に限

る。）」、「障害高齢者の日常生活自立度」、「認知症高齢者の日常生活自立度判定基

準」、「心身機能・構造」、「活動（基本動作）」、「活動（ＡＤＬ）」、「リハビリテー

ションの終了目安」、「活動（ＩＡＤＬ）」、「社会参加の状況」、及び「要因分析を

踏まえた具体的なサービス内容（解決すべき課題、期間（月）、具体的支援内

容、頻度及び時間に限る。）」の各項目に係る情報を提出すること。 

イ また、上記に加えて、訪問リハビリテーションにおいては、診療未実施減算の

算定の有無と、情報提供を行った事業所外の医師の適切な研修の受講状況につい

て情報を提出すること。 

ウ 通所リハビリテーションにおいてリハビリテーションマネジメント加算（ハ）

を算定する場合は、口腔の健康状態の評価及び栄養アセスメントが必要になるこ

とから、上記アに加え、以下の情報を提出すること。また、当該加算の算定にか

かるリハビリテーションのアセスメント、口腔の健康状態の評価及び栄養アセス
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メント情報の提出においては、当該加算を算定している旨の情報も併せて提出す

ること。 

a 口腔に関しては、「リハビリテーション・個別機能訓練、栄養、口腔の実施及

び一体的取組について」別紙様式６－４「口腔の健康状態の評価・再評価（口

腔に関する問題点等）」の項目。 

b 栄養に関しては、９(２)アに示す項目。 

エ 提出情報の時点は、個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（２）ウを

参照されたい。 

 

 

５ 介護予防通所・訪問リハビリテーションの 12 月減算 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（１）を参照されたい。 

 

（２） LIFE への提出情報について 

リハビリテーションマネジメント加算(ロ)と同様であるため、４(２)アを参照さ

れたい。ただし、介護予防訪問リハビリテーションにおいては、上記に加えて、診

療未実施減算の算定の有無と、情報提供を行った事業所外の医師の適切な研修の受

講状況について情報を提出すること。 

 

 

６ リハビリテーションマネジメント計画書情報加算（Ⅰ）・（Ⅱ）、理学療法及び作業療

法注６並びに言語聴覚療法注４に掲げる加算、理学療法及び作業療法注７並びに言語

聴覚療法注５に掲げる加算 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（１）を参照されたい。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア リハビリテーションマネジメント計画書情報加算（Ⅰ）（Ⅱ）、理学療法注６、

作業療法注６及び言語聴覚療法注４においては、「リハビリテーション・個別機

能訓練、栄養、口腔の実施及び一体的取組について」別紙様式２―２―１及び２

―２―２（リハビリテーション計画書）にある「評価日」、「介護度」、「担当職

種」、「健康状態、経過（原因疾病及び発症日・受傷日、合併症に限る。）」、「日常

生活自立度又は認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」、「心身機能・構造」、

「活動（基本動作）」、「活動（ＡＤＬ）」、「リハビリテーションの終了目安」、「社

会参加の状況」、及び「要因分析を踏まえた具体的なサービス内容（解決すべき

課題、期間（月）、具体的支援内容、頻度及び時間に限る。）」の各項目に係る情

報を提出すること。 

イ リハビリテーションマネジメント計画書情報加算（Ⅰ）、理学療法注７、作業

療法注７及び言語聴覚療法注５においては、栄養マネジメント強化加算及び口腔

衛生管理加算(Ⅱ)を算定していることが要件であるため、上記アに加え、８(２)

及び 10(２）に示す情報を提出していること。 

ウ 提出情報の時点は、個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（２）ウを

参照されたい。 
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７ 短期集中リハビリテーション実施加算（Ⅰ） 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

入所者ごとに、ア及びイまでに定める月の翌月 10 日までに提出すること。 

ア 施設に入所した日の属する月 

イ アの月のほか、施設に入所した日の属する月から起算して３月目の月まで、少

なくとも１月に１回 

 

（２）LIFE への提出情報について 

リハビリテーションマネジメント計画書情報加算（Ⅱ）と同様であるため、６

（２）アを参照されたい。 

 

 

８ 栄養マネジメント強化加算 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（１）を参照されたい。 

なお、情報を提出すべき月について情報の提出を行えない事実が生じた場合、直

ちに訪問通所サービス通知第一の５の届出を提出しなければならず、事実が生じた

月のサービス提供分から情報の提出が行われた月の前月までの間について、利用者

全員について本加算を算定できないこと（例えば、４月の情報を５月 10 日までに

提出を行えない場合は、直ちに届出の提出が必要であり、４月サービス提供分から

算定ができないこととなる。）。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 施設における入所者全員について、「リハビリテーション・個別機能訓練、栄

養、口腔の実施及び一体的取組について」別紙様式４―１－１（栄養・摂食嚥下

スクリーニング・アセスメント・モニタリング（施設）（様式例））にある「要介

護度」、」「実施日」、「低栄養状態のリスクレベル」、「低栄養状態のリスク（状

況）」、「食生活状況等」、「多職種による栄養ケアの課題（低栄養関連問題）」、「総

合評価」及び「計画変更」の各項目に係る情報を、やむを得ない場合を除き、提

出すること。 

イ 経口維持加算（Ⅰ）又は（Ⅱ）を算定している入所者については、アの情報に

加え、同様式にある「摂食・嚥下の課題」、「食事の観察」及び「多職種会議」の

各項目に係る情報も提出すること。 

ウ 提出情報の時点は、個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（２）ウを

参照されたい。 

 

 

 ９ 栄養アセスメント加算 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

利用者ごとに、ア及びイに定める月の翌月 10 日までに提出すること。 

ア 栄養アセスメントを行った日の属する月 

イ アの月のほか、少なくとも３月に１回 
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なお、情報を提出すべき月について情報の提出を行えない事実が生じた場合、直

ちに訪問通所サービス通知第一の５の届出を提出しなければならず、事実が生じた

月のサービス提供分から情報の提出が行われた月の前月までの間について、利用者

全員について本加算を算定できないこと（例えば、４月の情報を５月 10 日までに提

出を行えない場合は、直ちに届出の提出が必要であり、４月サービス提供分から算

定ができないこととなる。）。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 利用者全員について、「リハビリテーション・個別機能訓練、栄養、口腔の実

施及び一体的取組について」別紙様式４－３－１（栄養スクリーニング・アセス

メント・モニタリング（通所・居宅）（様式例））にある「要介護度」、「実施日」

「低栄養状態のリスクレベル」「低栄養状態のリスク（状況）」「食生活状況等」

「多職種による栄養ケアの課題（低栄養関連問題）」及び「総合評価」の各項目

に係る情報を、やむを得ない場合を除き、提出すること。ただし、食事の提供を

行っていない場合など、「食生活の状況等」及び「多職種による栄養ケアの課題

（低栄養関連問題）」の各項目に係る情報のうち、事業所で把握できないものま

で提出を求めるものではないこと。 

イ 提出情報は、利用者ごとに、以下の時点における情報とすること。 

  ・（１）アに係る提出情報は、当該アセスメントの実施時点における情報 

  ・（１）イにおける提出情報は、前回提出時以降における情報 

  

 

10 口腔衛生管理加算（Ⅱ） 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（１）を参照されたい。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス

及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要する費用

の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」別紙様式３又

は「指定地域密着型サービスに要する費用の額の算定に関する基準及び指定地域

密着型介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施

上の留意事項について」別紙様式１（口腔衛生管理加算 様式（実施計画））に

ある「要介護度」、「日常生活自立度」、「現在の歯科受診について」、「義歯の使

用」、「栄養補給法」、「食事形態」、「誤嚥性肺炎の発症・既往」、「口腔の健康状態

の評価・再評価（口腔に関する問題点等）」、「口腔衛生の管理内容（実施目標、

実施内容及び実施頻度に限る。）」及び「歯科衛生士が実施した口腔衛生等の管理

及び介護職員への技術的助言等の内容」の各項目に係る情報を提出すること。 

イ 提出情報の時点は、個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（２）ウを

参照されたい。 

 

 

11 口腔機能向上加算（Ⅱ）及び（Ⅱ）ロ  

（１）LIFE への情報提出頻度について  
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個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（１）を参照されたい。  

 

（２）LIFE への提出情報について  

ア 「リハビリテーション・個別機能訓練、栄養、口腔の実施及び一体的取組につ

いて」別紙様式６－４（口腔機能向上サービスに関する計画書（様式例））にあ

る「要介護度」、「日常生活自立度」、「現在の歯科受診について」、「義歯の使

用」、「栄養補給法」、「食事形態」、「誤嚥性肺炎の発症・既往」、「口腔の健康状態

の評価・再評価（口腔に関する問題点等）」、「口腔機能改善管理指導計画」及び

「実施記録」の各項目に係る情報を提出すること。  

イ 提出情報の時点は、個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（２）ウを

参照されたい。  

 

  

12 口腔機能向上加算（Ⅱ）イ  

（１）LIFE への情報提出頻度について  

個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（１）を参照されたい。  

 

（２）LIFE への提出情報について  

ア 「リハビリテーション・個別機能訓練、栄養、口腔の実施及び一体的取組につ

いて」別紙様式６－４（口腔機能向上サービスに関する計画書（様式例））にあ

る「要介護度・病名等」、「日常生活自立度」、「現在の歯科受診について」、「義歯

の使用」、「栄養補給法」、「食事形態」、「誤嚥性肺炎の発症・既往」、「口腔機能改

善管理指導計画」及び「実施記録」の各項目に係る情報を提出すること。  

イ 提出情報の時点は、個別機能訓練加算（Ⅱ）と同様であるため、３（２）ウを

参照されたい。 

 

 

13 褥瘡マネジメント加算 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

利用者等ごとに、アからウまでに定める月の翌月 10 日までに提出すること。な

お、情報を提出すべき月について情報の提出を行えない事実が生じた場合、直ちに

訪問通所サービス通知第一の５の届出を提出しなければならず、事実が生じた月の

サービス提供分から情報の提出が行われた月の前月までの間について、利用者等全

員について本加算を算定できないこと（例えば、４月の情報を５月 10 日までに提

出を行えない場合は、直ちに届出の提出が必要であり、４月サービス提供分から算

定ができないこととなる。）。 

ア 既利用者等については、当該算定を開始しようとする月 

イ 新規利用者等については、当該サービスの利用を開始した日の属する月 

ウ 褥瘡の発生と関係のあるリスクに係る評価を行った日の属する月（評価は少な

くとも３月に１回行うものとする。） 

 

ただし、イの場合であって、月末よりサービスを利用開始した利用者等に係る情

報を収集する時間が十分確保できない等のやむを得ない場合については、利用開始

月の翌々月の 10 日までに提出することとしても差し支えない。その場合、当該利
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用者等に限り、利用開始月のサービス提供分は算定できない。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 事業所・施設における利用者等全員について、「指定居宅サービスに要する費

用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生活介護に係

る部分）及び指定施設サービス等に要する費用の額の算定に関する基準の制定に

伴う実施上の留意事項について」別紙様式５又は「指定地域密着型サービスに要

する費用の額の算定に関する基準及び指定地域密着型介護予防サービスに要する

費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」別紙様式

５（褥瘡対策に関するスクリーニング・ケア計画書）にある「基本情報」、「褥瘡

の有無」及び「危険因子の評価」の各項目に係る情報を、やむを得ない場合を除

き、提出すること。 

イ 褥瘡がある利用者等については、同様式にある「褥瘡の状態の評価」及び「褥

瘡ケア計画」の自由記載を除く情報も提出すること。 

ウ 提出情報は、利用者等ごとに、以下の時点における情報とすること。 

・（１）アに係る提出情報は、介護記録等に基づき、既利用者等ごとの利用開始

時又は施設入所時における評価の情報及び当該算定開始時における情報 

・（１）イに係る提出情報は、当該サービスの利用開始時における情報 

・（１）ウに係る提出情報は、当該評価時における情報 

   

 

14 褥瘡対策指導管理（Ⅱ） 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

褥瘡マネジメント加算と同様であるので、13（１）を参照されたい。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 「特別診療費の算定に関する留意事項について」別添様式３（褥瘡対策に関す

る診療計画書）にある「基本情報」、「褥瘡の有無」及び「危険因子の評価」の各

項目に係る情報を、やむを得ない場合を除き、提出すること。 

イ また、褥瘡がある入所者については、同様式にある「褥瘡の状態の評価」及び

「看護計画」の自由記載を除く情報も提出すること。 

ウ 提出情報の時点は、褥瘡マネジメント加算と同様であるので、13（２）ウを参

照されたい。 

 

 

15 排せつ支援加算 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

褥瘡マネジメント加算と同様であるので、13（１）を参照されたい。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 事業所・施設における利用者等全員について、「指定居宅サービスに要する費

用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生活介護に係

る部分）及び指定施設サービス等に要する費用の額の算定に関する基準の制定に

伴う実施上の留意事項について」別紙様式６又は「指定地域密着型サービスに要
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する費用の額の算定に関する基準及び指定地域密着型介護予防サービスに要する

費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」別紙様式

６（排せつの状態に関するスクリーニング・支援計画書）にある「基本情報」、

「排せつの状態」、「排せつ支援に係る取組」、「排せつに関する支援の必要性」の

各項目に係る情報を、やむを得ない場合を除き、提出すること。 

イ 提出情報の時点は、褥瘡マネジメント加算と同様であるので、13（２）ウを参

照されたい。 

  

 

16 自立支援促進加算 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

    褥瘡マネジメント加算と同様であるので、13（１）を参照されたい。 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 施設における入所者全員について、「指定居宅サービスに要する費用の額の算

定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及

び指定施設サービス等に要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上

の留意事項について」別紙様式７又は「指定地域密着型サービスに要する費用の

額の算定に関する基準及び指定地域密着型介護予防サービスに要する費用の額の

算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」別紙様式７（自立支

援促進に関する評価・支援計画書）にある「基本情報」、「現状の評価」及び「支

援実績」、「支援計画」の自由記載を除く各項目に係る情報を、やむを得ない場合

を除き、提出すること。 

イ 提出情報の時点は、褥瘡マネジメント加算と同様であるので、13（２）ウを参

照されたい。 

 

 

17 かかりつけ医連携薬剤調整加算（Ⅱ） 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

入所者ごとに、アからエまでに定める月の翌月 10 日までに提出すること。 

ア 施設に入所した日の属する月 

イ 処方内容に変更が生じた日の属する月 

ウ ア又はイの月のほか、少なくとも３月に１回 

エ 施設を退所する日の属する月 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア 入所期間が３月以上であると見込まれる入所者について、（１）ア、ウ及びエ

の月においては「診断名」及び「処方薬剤名（１日用量含む）」の情報をいずれ

も、（１）イの月においてはこれらの情報に加え、「指定居宅サービスに要する費

用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生活介護に係

る部分）及び指定施設サービス等に要する費用の額の算定に関する基準の制定に

伴う実施上の留意事項について」別紙様式９（薬剤変更等に係る情報提供書）に

ある「変更・減薬・減量の別」及び「変更・減薬・減量理由」の各項目に係る情

報を、やむを得ない場合を除き、提出すること。 
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イ 提出情報は、以下の時点における情報とすること。 

・（１）アに係る提出情報は、当該入所時における情報 

・（１）イに係る提出情報は、当該変更時における情報 

・（１）ウに係る提出情報は、前回提出時以降における情報 

・（１）エに係る提出情報は、当該退所時における情報 

 

 

18 薬剤管理指導の注２の加算 

（１）LIFE への情報提出頻度について 

入所者ごとに、アからエまでに定める月の翌月 10 日までに提出すること。 

ア 本加算の算定を開始しようとする月において施設に入所している入所者につい

ては、当該算定を開始しようとする月 

イ 本加算の算定を開始しようとする月の翌月以降に施設に入所した入所者につい

ては、当該施設に入所した日の属する月 

ウ 処方内容に変更が生じた日の属する月 

エ ア、イ又はウの月のほか、少なくとも３月に１回 

 

（２）LIFE への提出情報について 

ア （１）ア、イ及びエの月においては「診断名」及び「処方薬剤名（１日用量含

む）」の情報をいずれも、（１）ウの月においてはこれらの情報に加え、「指定居

宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施

設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要する費用の額の算定

に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」別紙様式９（薬剤変更等

に係る情報提供書）にある「変更・減薬・減量の別」及び「変更・減薬・減量理

由」の各項目に係る情報を提出すること。 

イ 提出情報は、以下の時点における情報とすること。 

・（１）アに係る提出情報は、当該算定を開始しようとする月時点における情報

及び当該者の施設入所時における情報 

・（１）イに係る提出情報は、当該入所時における情報 

・（１）ウに係る提出情報は、当該変更時における情報 

・（１）エに係る提出情報は、前回提出時以降における情報 
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別紙様式１ 

科学的介護推進に関する評価（通所・居住サービス） 
（※）：任意項目 

【利用者情報】 

氏名  

生年月日       年   月   日 保険者番号  

性別 □男     □女 被保険者番号  

 

【基本情報】 

要介護度 □要支援１ □要支援２ □要介護１ □要介護２ □要介護３ □要介護４ □要介護５ 

障害高齢者の日常生活自立度 □自立 □J1 □J2 □A1 □A2 □B1 □B2 □C1 □C2 

認知症高齢者の日常生活自立度 □自立 □Ⅰ □Ⅱa □Ⅱb □Ⅲa □Ⅲb □Ⅳ □Ｍ 

評価日    年   月   日 

評価時点 □サービス利用開始時 □サービス利用中 □サービス利用終了時 

 

【総論】 
診断名（特定疾病または生活機能低下の直接の原因となっている傷病名については１.に記入）（※） 
    １．                                          
    ２．                                          
    ３．                                          

緊 急 入 院 の 状 況
（※） 

入院日：    年   月   日  受療時の主訴：□発熱 □転倒 □その他（     ） 
入院日：    年   月   日  受療時の主訴：□発熱 □転倒 □その他（     ） 
入院日：    年   月   日  受療時の主訴：□発熱 □転倒 □その他（     ） 

服薬情報（※） 
薬剤名（             ） 
薬剤名（             ）  
薬剤名（             ）  

家族の状況（※） □同居  □独居 

ADL 

                            自立       一部介助        全介助 
・食事                         □10          □５           □０ 
・椅子とベッド間の移乗                 □15          □10←（監視下） 
                         （座れるが移れない）→ □５           □０ 
・整容                         □５        □０           □０ 
・トイレ動作                        □10        □５           □０  
・入浴                                   □５        □０           □０ 
・平地歩行                               □15        □10←（歩行器等） 
                          （車椅子操作が可能）→ □５           □０ 
・階段昇降                       □10        □５           □０ 
・更衣                                   □10        □５           □０ 
・排便コントロール                       □10        □５           □０ 
・排尿コントロール                       □10        □５           □０ 

サービス利用 
終了理由（※サ
ービス終了時） 

サービス利用終了日：   年   月  日 
□居宅サービスの利用   □介護老人福祉施設入所  □介護老人保健施設入所  □介護医療院入所 
□医療機関入院  □死亡  □介護サービスを利用しなくなった  □その他 

 
【口腔・栄養】 

身長 cm 体重 kg 

義歯の使用 □なし □あり むせ □なし □あり 

歯の汚れ □なし □あり 歯肉の腫れ・出血 □なし □あり 
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【認知症】 
認知症の診断 □ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病 □血管性認知症 □ﾚﾋﾞ-小体病 □その他（       ） 

 

○生活・認知機能尺度 【別紙様式３】を活用した評価を実施すること 

 

○Vitality index 
意思疎通 □自分から挨拶する、話し掛ける □挨拶、呼びかけに対して返答や笑顔が見られる □反応がない 
起床（※） □いつも定時に起床している □起こさないと起床しないことがある □自分から起床することはない 
食事（※） □自分から進んで食べようとする □促されると食べようとする 

□食事に関心がない、全く食べようとしない 
排せつ（※） □いつも自ら便意尿意を伝える、あるいは自分で排尿、排便を行う □時々、尿意便意を伝える 

□排せつに全く関心がない 
リハビリ・活動 
（※） 

□自らリハビリに向かう、活動を求める □促されて向かう □拒否、無関心 

 

○DBD13（※） 【別紙様式４】を活用すること 

 

【その他】 

○ICF ステージング（※） 【別紙様式５】を活用すること 
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別紙様式２ 

 科学的介護推進に関する評価（施設サービス） 
（※）：任意項目 

【利用者情報】 

氏名  

生年月日       年   月   日 保険者番号  

性別 □男     □女 被保険者番号  

【基本情報】 
要介護度 □要支援１ □要支援２ □要介護１ □要介護２ □要介護３ □要介護４ □要介護５ 
障害高齢者の日常生活自立度 □自立 □J1 □J2 □A1 □A2 □B1 □B2 □C1 □C2 
認知症高齢者の日常生活自立度 □自立 □Ⅰ □Ⅱa □Ⅱb □Ⅲa □Ⅲb □Ⅳ □Ｍ 
評価日    年   月   日 
評価時点 □サービス利用開始時 □サービス利用中 □サービス利用終了時 

【総論】 

診断名（特定疾病または生活機能低下の直接の原因となっている傷病名については１.に記入）（※） 
    １．                                         
    ２．                                          
    ３．                                          

緊急入院の状況 
（※） 

入院日：    年   月   日  受療時の主訴：□発熱 □転倒 □その他（     ） 
入院日：    年   月   日  受療時の主訴：□発熱 □転倒 □その他（     ） 
入院日：    年   月   日  受療時の主訴：□発熱 □転倒 □その他（     ） 

服薬情報（※） 
１．薬剤名（             ） 
２．薬剤名（             ） 
３．薬剤名（             ） 

家族の状況（※） □同居  □独居 

ADL 

                            自立       一部介助        全介助 
・食事                         □10          □５           □０ 
・椅子とベッド間の移乗                 □15          □10←（監視下） 
                         （座れるが移れない）→ □５           □０ 
・整容                         □５        □０           □０ 
・トイレ動作                        □10        □５           □０  
・入浴                                   □５        □０           □０ 
・平地歩行                               □15        □10←（歩行器等） 
                          （車椅子操作が可能）→ □５           □０ 
・階段昇降                       □10        □５           □０ 
・更衣                                   □10        □５           □０ 
・排便コントロール                       □10        □５           □０ 
・排尿コントロール                       □10        □５           □０ 

サービス利用終了理由 
（※） 

（サービス終了時のみ） 

サービス利用終了日：   年   月  日 
□居宅サービスの利用  □介護老人福祉施設入所 □介護老人保健施設入所 □介護医療院入所 
□医療機関入院 □死亡 □介護サービスを利用しなくなった □その他 

【口腔・栄養】 

身長 cm 低栄養状態の 
リスクレベル 

□低   □中   □高 
体重 kg 

栄養補給法 □経口のみ □一部経口 □経腸栄養 □静脈栄養 
食事形態 □常食 □嚥下調整食（コード□４ □３ □2-2 □2-1 □1j □0t □0j） 
とろみ □薄い  □中間 □濃い 

食事摂取量 全体（     ）％   主食（     ）％  副食（     ）％ 

必要栄養量 
エネルギー（       kcal） 
たんぱく質（        g） 

提供栄養量 
エネルギー（       kcal） 
たんぱく質（        g） 

褥瘡 □なし □あり  
義歯の使用 □なし □あり むせ □なし □あり 
歯の汚れ □なし □あり 歯肉の腫れ・出血 □なし □あり 

 

39



 

【認知症】 
認知症の診断 □ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病 □血管性認知症 □ﾚﾋﾞ-小体病 □その他（       ） 

 

○生活・認知機能尺度 【別紙様式３】を活用した評価を実施すること 

 

○Vitality index 
意思疎通 □自分から挨拶する、話し掛ける □挨拶、呼びかけに対して返答や笑顔が見られる □反応がない 
起床（※） □いつも定時に起床している □起こさないと起床しないことがある □自分から起床することはない 
食事（※） □自分から進んで食べようとする □促されると食べようとする 

□食事に関心がない、全く食べようとしない 
排せつ（※） □いつも自ら便意尿意を伝える、あるいは自分で排尿、排便を行う □時々、尿意便意を伝える 

□排せつに全く関心がない 
リハビリ・活動 
（※） 

□自らリハビリに向かう、活動を求める □促されて向かう □拒否、無関心 

 

○DBD13（※） 【別紙様式４】を活用すること 

 

【その他】 

○ICF ステージング（※） 【別紙様式５】を活用すること 
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別紙様式３ 

生活・認知機能尺度 

 

①－１ 
身近なもの（たとえば、メガネや入れ歯、財布、上着、鍵など）を置いた場所を覚えていますか 
※介護者が一緒に探しているなど、一人で探す様子が分からない場合は、もし一人で探すとしたらどうかを想定
して評価してください 

□５ 
□４ 
□３ 
 
□２ 
□１ 

常に覚えている 
たまに（週１回程度）忘れることはあるが、考えることで思い出せる 
思い出せないこともあるが、きっかけがあれば自分で思い出すこともある（思い出せることと思
い出せないことが同じくらいの頻度） 
きっかけがあっても、自分では置いた場所をほとんど思い出せない 
忘れたこと自体を認識していない 

  

①－２ 
身の回りに起こった日常的な出来事（たとえば、食事、入浴、リハビリテーションや外出など）
をどのくらいの期間、覚えていますか 
※最近 1 週間の様子を評価してください  

□５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

１週間前のことを覚えている 
１週間前のことは覚えていないが、数日前のことは覚えている 
数日前のことは覚えていないが、昨日のことは覚えている 
昨日のことは覚えていないが、半日前のことは覚えている 
全く覚えていられない 

 

② 
現在の日付や場所等についてどの程度認識できますか  
※上位レベルのことと下位レベルのことが両方でき、上位と下位の間の項目ができない場合には、上位レベルの
ほうを選び回答してください  例：１と３に該当し、２に該当しない場合⇒１を選択する 

□５ 
□４ 
□３ 
 
□２ 
□１ 

年月日はわかる（±１日の誤差は許容する） 
年月日はわからないが、現在いる場所の種類はわかる 
場所の名称や種類はわからないが、その場にいる人が誰だかわかる（家族であるか、介護者であ
るか、看護師であるか等） 
その場にいる人が誰だかわからないが、自分の名前はわかる 
自分の名前がわからない 
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③ 誰かに何かを伝えたいと思っているとき、どれくらい会話でそれを伝えることができますか  
※「会話ができる」とは、2 者の意思が互いに疎通できている状態を指します  

□５ 
 
□４ 
 
□３ 
 
□２ 
 
□１ 

会話に支障がない（「○○だから、××である 」といった 2 つ以上の情報がつながった話をするこ
とができる ） 
複雑な会話はできないが、普通に会話はできる（「○○だから、××である 」といった 2 つ以上の
情報がつながった話をすることはできない ） 
普通に会話はできないが、具体的な欲求を伝えることはできる（「痛い」「お腹が空いた」などの具
体的な要求しか伝えられない ） 
会話が成り立たないが、発語はある（発語はあるが、簡単な質問に対して適切な回答ができなかっ
たり、何を聞いても「うん」とだけ答える ） 
発語がなく、無言である 

  

④ 
一人で服薬ができますか  
※服薬していなかったり、介護者が先に準備しているなど、実際の服薬能力が分からない場合は、一人で服薬する
場合を想定して評価してください  

□５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

自分で正しく服薬できる 
自分で用意して服薬できるが、たまに（週１回程度）服薬し忘れることがある 
２回に１回は服薬を忘れる 
常に薬を手渡しすることが必要である 
服薬し終わるまで介助・みまもりが必要である 

  

⑤ 
一人で着替えることができますか  
※まひ等により身体が不自由で介助が必要な場合は、障害がない場合での衣服の機能への理解度を想定して評価し
てください  

□５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

季節や気温に応じた服装を選び、着脱衣ができる 
季節や気温に応じた服装選びはできないが、着る順番や方法は理解し、自分で着脱衣ができる 
促してもらえれば、自分で着脱衣ができる 
着脱衣の一部を介護者が行う必要がある 
着脱衣の全てを常に介護者が行う必要がある 

  

⑥ 
テレビやエアコンなどの電化製品を操作できますか  
※テレビが無い場合は、エアコンで評価してください いずれもない場合は、電子レンジ、ラジオなどの電化製品
の操作で評価してください  

□５ 
□４ 
 
□３ 
 
□２ 
 
□１ 

自由に操作できる（「複雑な操作」も自分で考えて行うことができる ） 
チャンネルの順送りなど普段している操作はできる（「単純な操作」であれば自分で行うことができ
る ） 
操作間違いが多いが、操作方法を教えてもらえれば使える（「単純な操作」が分からないことがある
が、教えれば自分で操作することができる ） 
リモコンを認識しているが、リモコンの使い方が全く分からない（何をする電化製品かは分かるが、
操作を教えても自分で操作することはできない ） 
リモコンが何をするものか分からない 

 

合計 

 

 

点 
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別紙様式４ 

DBD13 
 

認知症の診断、または疑いのある場合に評価 

１ 忘れてしまうことが多いため，同じことを何度も聞いて
しまう 

□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

２ よく物をなくしたり，置場所を間違えたりする 
□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

３ 日常的な物事に関心を持てない 
□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

４ 特別な理由がないのに夜中に起きて布団から出てしまう 
□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

５ 他人が納得できる根拠がない状況で，他人に文句を言っ
てしまう 

□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

６ 昼間，寝ていることが多い 
□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

７ 過度に歩き回ることが多い 
□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

８ 同じ動作を何回も繰り返してしまう 
□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

９ 荒い口調で相手を責めるような言葉を出してしまう 
□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

10 服装が場違いな，あるいは季節に合わない場合がある 
□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

11 世話をしてもらうことを受け入れられない 
□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

12 周囲にわかってもらえるような理由なしに物を貯め込ん
でしまう 

□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 

13 引き出しやたんすの物を取り出そうとして，中身を全部
出してしまうことがある 

□まったくない □ほとんどない □ときどきある 
□よくある    □常にある 
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別紙様式５ 

ICF ステージング 
 

２．基本動作 □５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

両足での立位保持を行っている 
立位の保持は行っていないが、座位での乗り移りは行っている 
座位での乗り移りは行っていないが、座位（端座位）の保持は行っている 
座位（端座位）の保持は行っていないが、寝返りは行っている 
寝返りは行っていない 

3a．歩行・移動 □５ 
□４ 
 
□３ 
 
□２ 
□１ 

公共交通機関等を利用した外出を行っている 
公共交通機関等を利用した外出は行っていないが、手すりに頼らないで安定した階段の昇り降り
を行っている 
手すりに頼らない安定した階段の昇り降りを行っていないが、平らな場所での安定した歩行は行
っている 
安定した歩行は行っていないが、施設内の移動は行っている 
施設内の移動を行っていない 

4a．認知機能 オリ
エンテーション（見
当識） 

□５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

年月日がわかる 
年月日はわからないが、現在いる場所の種類はわかる 
場所の名称や種類はわからないが、その場にいる人が誰だかわかる 
その場にいる人が誰だかわからないが、自分の名前はわかる 
自分の名前がわからない 

4b．認知機能 コミ
ュニケーション 

□５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

複雑な人間関係を保っている 
複雑な人間関係は保っていないが、書き言葉は理解している 
書き言葉は理解していないが日常会話は行っている 
日常会話は行っていないが、話し言葉は理解している 
話し言葉の理解はできない 

4c．認知機能 精神
活動 

□５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

時間管理ができる 
時間管理はできないが、簡単な算術計算はできる 
簡単な算術計算はできないが、記憶の再生はできる 
記憶の再生はできないが、意識混濁はない 
意識の混濁があった 

5a．食事 嚥下機能 □５ 
□４ 
 
□３ 
□２ 
□１ 

肉などを含む普通の食事を、噛んで食べることを行っている 
肉などを含む普通の食事を噛んで食べることは行っていないが、ストローなどでむせずに飲むこ
とは行っている 
むせずに吸引することは行っていないが、固形物の嚥下は行っている 
固形物の嚥下は行っていないが、嚥下食の嚥下は行っている 
嚥下食の嚥下を行っていない（食べ物の嚥下を行っていない） 

5b．食事 食事動作
および食事介助 

□５ 
□４ 
 
□３ 
 
□２ 
 
□１ 

箸やフォークを使って食べこぼしせず、上手に食べることを行っている 
箸やフォークを使って上手に食べることは行っていないが、食べこぼししながらも、何とか自分
で食べることを行っている 
自分で食べることを行っていないが、食事の際に特別なセッティングをすれば自分で食べること
を行っている 
食事の際に特別なセッティングをしても自分で食べることを行っていないが、直接的な介助があ
れば食べることを行っている 
直接的な介助をしても食べることを行っていない（食べることを行っていない） 

6a．排泄の動作 □５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

排泄の後始末を行っている 
排泄の後始末は行っていないが、ズボン・パンツの上げ下ろしは行っている 
ズボン・パンツの上げ下ろしは行っていないが、洋式便器への移乗は行っている 
洋式トイレの移乗が自分で行えないため、介助が必要、または普段から床上で排泄を行っている 
尿閉（膀胱瘻を含む）や医療的な身体管理のために膀胱等へのカテーテルなどを使用している 
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7a．入浴動作 □５ 
□４ 
□３ 
 
□２ 
 
□１ 

安定した浴槽の出入りと洗身を行っている 
安定した浴槽の出入りと洗身は行っていないが、第三者の援助なしで入浴を行っている 
第三者の援助なしで入浴することは行っていないが、一般浴室内での坐位保持は行っている。
その他、入浴に必要なさまざまな介助がなされている 
浴室内での座位保持を行っておらず、一般浴での入浴を行っていないが、入浴（特浴など）
は行っている 
入浴は行っていない 

8a．整容 口腔ケア □５ 
□４ 
 
□３ 
 
□２ 
 
□１ 

義歯の手入れなどの口腔ケアを自分で行っている 
義歯の手入れなどの口腔ケアは自分では行っていないが、歯みがきは自分でセッティングし
て行っている 
自分でセッティングして歯を磨くことは行っていないが、セッティングをすれば、自分で歯
みがきを行っている 
歯みがきのセッティングをしても自分では歯みがきを行っていないが、「うがい」は自分で行
っている 
「うがい」を自分で行っていない 

8b．整容 整容 □５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

爪を切ることを自分で行っている 
爪を切ることは自分で行っていないが、髭剃りやスキンケア、整髪は自分で行っている 
髭剃りやスキンケア、整髪は自分で行っていないが、洗顔は自分で行っている 
洗顔は自分で行っていないが、手洗いは自分で行っている 
手洗いを自分で行っていない 

8c．整容 衣服の着脱 □５ 
□４ 
 
□３ 
 
□２ 
 
□１ 

衣服を畳んだり整理することは自分で行っている 
衣服を畳んだり整理することは自分で行っていないが、ズボンやパンツの着脱は自分で行っ
ている 
ズボンやパンツの着脱は自分で行っていないが、更衣の際のボタンのかけはずしは自分で行
っている 
更衣の際のボタンのかけはずしは自分で行っていないが、上衣の片袖を通すことは自分で行
っている 
上衣の片袖を通すことを自分で行っていない 

9a．社会参加 余暇 □５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

施設や家を１日以上離れる外出または旅行をしている 
旅行はしていないが、個人による趣味活動はしている 
屋外で行うような個人的趣味活動はしていないが、屋内でする程度のことはしている 
集団レクリエーションへは参加していないが、一人でテレビを楽しんでいる 
テレビを見たり、ラジオを聴いていない 

9b．社会参加 社会交流 □５ 
□４ 
□３ 
□２ 
□１ 

情報伝達手段を用いて交流を行っている 
通信機器を用いて自ら連絡を取ることは行っていないが、援助があっての外出はしている 
外出はしていないが、親族・友人の訪問を受け会話している 
近所づきあいはしていないが、施設利用者や家族と会話はしている 
会話がない、していない、できない 

合計点数      点 
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介 護 保 険 最 新 情 報 

 

 

 

 

 

Vol.1227 

令和６年３月 15 日 

厚生労働省老健局老人保健課 
 

貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室） 
各介護保険関係団体      御 中 

← 厚生労働省老健局老人保健課 

今回の内容 

令和６年度介護報酬改定を踏まえた 

科学的介護情報システム（LIFE）の対応 

について 

計 11 枚（本紙を除く） 

連絡先  T E L  : 03-5253-1111(内 3944) 

F A X  : 03-3595-4010 
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1 
 

 事 務 連 絡 

令和６年３月 15 日 

 

 

各             御中 

 

 

厚生労働省老健局老人保健課 

 

 

令和６年度介護報酬改定を踏まえた 

科学的介護情報システム（LIFE）の対応について 

 

介護保険行政の円滑な実施につきましては、日頃から御尽力賜り厚く御礼申し上げます。 

現在稼働している LIFE システム（以下、「現行 LIFE システム」という。）について、令和

６年４月 22 日に、令和６年度版 LIFE システム（以下、「新 LIFE システム」という。）の稼

働を開始します。 

システム更改に当たり、新 LIFE システムのリリーススケジュールや、新 LIFE システムの

利用登録、新 LIFE システムリリースに係る注意事項、また令和６年度報酬改定に対応した

加算算定に係る LIFE データ提出の期限について、下記に示します。 

各都道府県におかれては、本事務連絡の内容について、貴管内の介護事業者、市町村、関

係団体、関係機関等に対して周知をお願いします。 

 

 

 記 

 
１. 新 LIFE システムのリリーススケジュールについて 

 現行 LIFE システム及び新 LIFE システムの稼働状況は、以下を予定しています。介護事業

者におかれては、４月 22 日以降は新 LIFE システムのご利用をお願いします。（別紙 p.１,

２参照） 

  【現行 LIFE】 

①  ～４月 10 日   ：通常稼働 

②  ４月 11 日～７月末：これまでに入力されたデータの参照のみ可能 

         （様式情報の提出は不可となります。） 

③ ８月１日      ：サービス終了 

 

  【新 LIFE システム】 

① ４月 22 日：一部稼働開始 

（７月 31 日までは利用者情報及び ADL 維持等情報に限り登録可能） 

② ８月１日～：本格稼働開始（令和６年度改定対応の様式情報の登録可能） 

 

 新 LIFE システムについては、利便性向上等を目的として、現行 LIFE システムの一部機能

に変更を加えております。主な変更点は、別紙 p.２をご参照ください。 

都道府県介護保険担当課（室） 

市町村介護保険担当課（室） 

介 護 保 険 関 係 団 体 

47



2 
 

２．新 LIFE システムの利用登録及び新 LIFE 操作マニュアルの公開について 

 新 LIFE システムの利用登録は、令和６年４月 22 日９時以降、新 LIFE システムの URL か

ら登録可能となります。新 LIFE システムの URL は、現行 LIFE システムのお知らせ画面

（https://life.mhlw.go.jp/login）上に、４月中旬頃に掲載します。（別紙 p.４参照） 

新 LIFE システムの URL にアクセスした後に利用登録のために必要となる操作や、新

LIFE システムに係る操作のマニュアルについては、３月 26 日頃に公開予定です。掲載箇

所等は、現行 LIFE システムのお知らせ画面上で追って周知いたします。（別紙 p.３参照） 

 

 

３. 新 LIFE システムご利用に際しての注意事項 

新 LIFE システムご利用に際しての注意事項を以下（１）～（５）に示します。各注意事

項の対象となる介護事業所を、各タイトル文に【 】で付記しているため、各対象の介護事

業所におかれては、必ず各注意事項をご確認ください。 

 

（１）電子請求受付システム（介護）の ID・パスワード利用及びメールアドレス設定につ

いて【新 LIFE システムをご利用になる全事業所対象】 

新 LIFE システムの利用登録と移行作業に当たっては、国民健康保険団体連合会（以下、

「国保連合会」という。）で提供する電子請求受付システム（介護）の ID・パスワード及

び電子請求受付システム（介護）上でセキュリティ用メールアドレスの設定が必要となり

ます。※ 

※新 LIFEシステムの初回利用（新LIFEシステムの起動アイコン取得等）に当たっては、

以下操作が必要になります。 

 電子請求受付システム（介護）の ID・パスワードを用いたログイン認証 

 当該認証時に電子請求受付システム（介護）で設定するセキュリティ用メールア

ドレスに送信されるワンタイムパスワード認証（メールアドレスは４月 22 日よ

り設定可） 

電子請求受付システム（介護）のセキュリティ用メールアドレス設定は令和６年４月に

開設予定の共通ログインサポート窓口にお問い合わせください。パスワード再発行（パス

ワードを紛失した事業所のみ）に関する問い合わせは請求先の国保連合会にお問い合わせ

ください。 

なお、電子請求受付システム（介護）のパスワード再発行に当たっては、国保連合会か

らの郵送によるご連絡となります。新 LIFE システムのリリース直前からリリース直後は

パスワード再発行のご依頼が集中し、送付に多大な時間を要することが想定されます。電

子請求受付システム（介護）のパスワード再発行を希望する場合は３月中に国保連合会に

問い合わせる等、可能な限り余裕を持った対応をお願いします。なお、パスワード再発行

は新 LIFE システムの稼働開始前でも可能です。 

 

  

【共通ログインサポート窓口】※令和６年４月開設予定 

TEL  :0570-000-887 

E-mail   :kyotsu-login@support-e-seikyuu.jp 
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3 
 

（２）現行 LIFE システムから新 LIFE システムへの切り替え作業【現行 LIFE システムご

利用の事業所・施設対象】 

 現行 LIFE システムをご利用の介護事業所については、新 LIFE システムのご利用に当た

って、以下のような移行作業が発生します。 

 新 LIFE システムの初回ログインの実施・管理ユーザーのパスワード再設定 

 新 LIFE システムの起動アイコン取得 

 新 LIFE システムにおける操作職員のパスワード再設定 

 現行 LIFE システムから出力した、個人情報ファイルの新 LIFE システムへの取込

操作 

必要となる移行作業を示した「LIFE 移行ガイド」は、３月 26 日頃に公開予定です。掲

載箇所等は現行 LIFE システムのお知らせ画面（https://life.mhlw.go.jp/login）上で追

って周知いたします。 

 

 （３）４月 10 日までの登録様式の取り扱いについて【現行 LIFE システムご利用の事業

所対象】 

  ４月 11 日以降、現行 LIFE システムにおいて様式情報の登録・編集ができなくなりま

す。各介護事業所においては、登録状況が「一時保存」となっている様式且つ算定要件対 

象の様式がある場合は、４月 10 日までに登録状況が「確定」となるように様式情報の登

録をお願いします。 

４月 22 日～７月 31 日まで、新 LIFE システムにおいては、利用者情報及び ADL 維持等

情報以外の様式情報は、登録・編集が不可となるためご注意ください。 

 

（４）令和６年３月までに掲載されているフィードバック帳票の取り扱いについて【現行

LIFE システムご利用の事業所対象】 

 現行 LIFE システムにおいて令和６年３月までに掲載されている各フィードバック帳票

について、４月 10 日までに各介護事業所でフィードバック帳票を未作成の場合、４月 11

日以降、当該フィードバック帳票の作成及びダウンロードができなくなります。未作成

のフィードバック帳票がある介護事業所においては、４月 10 日までに各フィードバック

帳票の作成をお願いします。 

なお、４月 10 日までに作成いただいたフィードバック帳票については、現行 LIFE シ

ステムで４月 11 日以降も引き続きダウンロードが可能です。また、令和６年３月末まで

に掲載されたフィードバック帳票は、新 LIFE システムではダウンロードできないため、

現行 LIFE システムからダウンロードをお願いします。 
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4 
 

（５）４月に ADL 維持等加算を算定予定の介護事業者における利得計算について【令和６

年４月 ADL 維持等加算の利得値を計算予定の事業所対象】 

  ４月 11 日～４月 21 日は、現行 LIFE システム及び新 LIFE システムでは ADL 様式情報

の登録及び令和６年度 ADL 維持等加算算定機能の利用ができません。 

そのため、４月に ADL 維持等加算を算定予定の介護事業者においては、４月 10 日まで

に現行LIFEシステムの令和６年度ADL維持等加算算定機能による評価対象者の利得計算

を完了するようお願いします。 

なお、４月に算定予定の場合、４月 22 日以降、新 LIFE システムにおいて令和６年度

ADL 維持等加算算定による利得計算を行うことでも差し支えないですが、（１）や（２）

に示す注意事項があることから、現行LIFEシステムをご利用中の介護事業所においては、

４月 10 日までに現行 LIFE システムで利得計算を行うことを強く推奨します。現行 LIFE

システムは利用しておらず新 LIFE システムから LIFE の利用を開始する介護事業所にお

いては、４月 22 日以降、新 LIFE システムにおいて令和６年度 ADL 維持等加算算定機能

による利得計算を行ってください。 

 

４．LIFE 入力ができない期間の LIFE 関連加算の算定の取扱い及びデータ提出期限について 

１．に示すとおり、令和６年４月 11 日～７月 31 日までは、利用者情報及び ADL 維持等情

報以外のデータの提出を行うことができません。 

このため、令和６年４月～８月に、LIFE 関連加算の算定を行う場合、令和６年８月１日～

10 月 10 日の遡り入力期間に算定する加算の様式情報を提出いただくことで、当該加算は算

定可能です。 

ただし、提出すべき情報を原則として令和６年 10 月 10 日までに提出していない場合、算

定した当該加算については、遡り過誤請求を行わなければいけません。 

 なお、提出されたデータについては、集計・分析を行い、10 月頃よりフィードバックを行

う予定です。フィードバック提供に係るスケジュール等については、データの提出状況等を

踏まえ、今後改めてお示しします。 

 

５．令和６年度介護報酬改定後の登録様式の切り替えについて 

令和６年度介護報酬改定後の LIFE 登録様式は、令和６年８月１日の新 LIFE システムの稼

働後に、システム上に反映され、登録が可能になります。また、新 LIFE システムの稼働後

には、改定前の LIFE 登録様式を用いた登録はできなくなります。 

そのため、改定が６月施行のサービス（訪問リハビリテーション、通所リハビリテーショ

ン、予防訪問リハビリテーション、予防通所リハビリテーション）については、令和６年４

～５月サービス提供分の提出情報に限り、令和３年度改定に対応した様式情報と共通する部

分を把握できる範囲で提出することも可能（令和６年度介護報酬改定に関するQ&A（vol.１）

（令和６年３月 15 日）問 174 を参照。）としています。 

以上 
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新LIFEシステム利用に係る事業所・施設における対応（スケジュール）

４月22日に利便性向上等を行った令和6年度版LIFEシステム（＝新LIFEシステム）をリリース予定
４月22日から７月31日は新システム移行期間として、新LIFEシステムの利用登録及び移行作業が必要（①：新LIFEシステム移行期間）
令和６年度報酬改定対応後のLIFE項目については、８月1日から登録可能となる予定。令和６年４月以降の加算算定に係るデータ提出は、原則10月
10日までの遡り入力を可とする（②：遡り入力期間）
なお、6月改定のサービス（訪リハ、通リハ）については、令和６年４～５月サービス提供分の提出情報に限り、令和３年度改定に対応した様式情報と共通す
る部分を把握できる範囲でのみを提出することも可能（令和６年度介護報酬改定に関するQ&A（vol.1）（令和６年３月15日）問174）。

令和6年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

現行LIFEシステム

新LIFEシステム

事業所・施設に
おける対応等

4/11

4/22 8/1 10/10

利用者情報・ADL維持等情報のみ
登録可能

遡り入力対象期間

現行LIFEシステム停止

新LIFEシステム通常提出

令和6年度報酬改定後
のLIFE項目登録開始新LIFEシステム

一部稼働開始 遡り入力期限

現行LIFEシステム
通常提出

新フィードバック提供（予定）

• 現行LIFEシ
ステムでの
データ提出
を実施

• 4月10日が
現行LIFEシ
ステムでの
最終提出日

過去提出データの参照のみ可能

現行LIFE利用期間 ①新LIFEシステム移行期間 ②遡り入力期間 新LIFEシステム利用期間
＜事業所・施設において必要な対応＞

1. 新システムの利用登録

2. 移行作業

〇新LIFEシステムでできること
• 利用者情報登録

• ADL維持情報登録、利得計算機能
※ 現行LIFEでは過去に提出したデータの参照
のみが可能

• 新LIFEシステムへの移行期
間である4～7月分の加算算
定を行っていた場合、この
期間にデータ提出が必要。
８月サービス提供分も同様
の扱い。

• 遡り入力は原則として
10月10日までとする

＜通常運用開始＞

• 新LIFEシステムでのデータ提出
を実施（翌月10日までにデータ
提出）

• 10月頃より新フィードバックの
提供を予定（以降、毎月データ
更新を想定）

★★★

★
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新LIFEシステムの変更点

2

新LIFEシステムは、現行LIFEシステムの機能を踏襲。ただし、利便性向上等を目的として、画面表示を分かりやすくするとともに、一部機
能を改善した。

主な変更点は以下のとおり。

現行LIFEシステム 新LIFEシステム

利用案内の申請が必要
電子請求受付システム（介護）のID・パスワードで
利用可能

利用開始登録

方法

操作職員でのみ様式情報の登録が可能
操作職員に加え、管理ユーザーもで様式情報の登録が可
能様式情報登録

その他変更点

未操作時における自動ログアウトまでの残り時間を表示（３０分以内に自動ログアウトする場合）

端末登録されていない端末からログインがあった際のアラート通知が可能 等

ヘルプデスクへの問い合わせが必要
電子請求受付システム（介護）のID・パスワード
でリセットが可能

管理ユーザー

パスワード

リセット

事務連絡 ２．新LIFEシステムの利用登録及び新LIFEシステム操作マニュアルの公開についてに関連

ヘルプデスクへの問い合わせ内容・回答状況はメー
ルの送受信履歴からの確認が必要

ヘルプデスクへの問い合わせ内容・回答状況をLIFE上で
確認可能

問い合わせ機

能
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新LIFEシステム 操作マニュアル公開

3

新LIFEシステムの操作マニュアルは、３月26日頃に掲載予定。

操作マニュアルの掲載時期等については、現行LIFEシステムのお知らせ画面（https://life.mhlw.go.jp/login）上で周知します。

新LIFEシステムの主なマニュアル

事務連絡 ２．新LIFEシステムの利用登録及び新LIFEシステム操作マニュアルの公開についてに関連
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①新L IFEシステムの利用登録
新LIFEシステムの利用に当たっては、既に現行LIFEシステムを利用している事業所・施設も含め、新LIFEシステムの利用登録が必要。

新LIFEシステムの利用登録の手順は以下の通り（詳細はLIFE導入ガイドにて公開）。

利用登録に当たっては、電子請求受付システム（介護）での ①ID・パスワードの利用 ②セキュリティ用メールアドレス設定 が必要とな
る。

電子請求受付システム（介護）のパスワードを忘れた方は、請求先の国保連合会に問い合わせください。

新LIFEシステムのホーム画面を表示。

新規利用ログインを行う。

管理ユーザー設定（新LIFEシステムの利用登
録）する／新LIFEシステム起動アイコンをダウ
ンロードする

起動アイコンをクリック、LIFE利用開始
※現行LIFEシステム利用の事業所・施設は移行作業が必要

（次頁参照）

新規利用ログインに当たっては、以下の①②が必要です。

①電子請求受付システム（介護）のID・パスワードの利用
②電子請求受付システム（介護）上でのセキュリティ用メールア
ドレス設定

パスワード再発行が必要な場合は国保連合会にお問い合わせくだ
さい。

＜新LIFEシステム利用の流れ＞
（詳細な手順はLIFE導入ガイド参照）

※注意※
電子請求受付システム（介護）のパスワード再発行は国保連合会
からの郵送となります。
事業所・施設からの問い合わせ状況により申請から郵送までお時
間を要する場合もあります。

電子請求受付システム（介護）のパスワード再発行を希望する場
合は、3月中に国保連合会に問い合わせる等、可能な限り余裕を
持った対応をお願いします。

事務連絡 ３．（１）電子請求受付システム（介護）のID・パスワード利用及びメールアドレス設定について に関連

新LIFEシステムをご利用になる全事業所・施設向け
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②新L IFEシステムへの移行作業

5

現行LIFEシステムを利用していた事業所・施設においては、新LIFEシステムへの利用登録後（前頁）新LIFEシステム利用に当たって必要
な移行作業があります。

移行作業の詳細は、今後公開される「LIFE移行ガイド」を確認し、作業をお願いします。

現行LIFEシステムから新LIFEシステムへ移行する際に実施いただく移行作業

事務連絡 ３．（２）現行LIFEシステムから新LIFEシステムへの切り替え作業 に関連

移行ガイドサンプル

利用者の個人情報を除いた、現行LIFEシステムに登録しデータ提出を行っているLIFE項目（ADL等）や
利用者情報（要介護度等）については、自動的に新LIFEシステムに移行されるため、事業所でのデータ
移行作業は不要です。そのため、事業所・施設における過去様式の再登録等の操作は不要です。

作業 移行作業
マニュアルでの
該当ページ数

１
新LIFEシステムの初回ログインの実施・管理ユーザー
のパスワード再設定

約５ページ

２ 新LIFEシステムの起動アイコン取得 約10ページ

３ 新LIFEシステムにおける操作職員のパスワード再設定 約10ページ

４

現行LIFEシステムから出力した個人情報ファイルの新
LIFEシステムへの取込操作
利用者の個人情報（氏名、性別、生年月日等）については、事業所の端末にのみ保存
されているため、事業所による移行作業が必要となります。

約5ページ

前頁での記載

内容と同じ

現行LIFEシステム利用の事業所・施設向け
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令和6年

～3月 4月 5月～

現行LIFEシ
ステム

新LIFEシス
テム

事業所・施
設における
対応等

③４月10日までの登録様式の取り扱い

現行（令和3年度改定版）のLIFE項目は、４月11日以降、登録・編集ができなくなります。４月10日までに提出が必要なLIFE項目
情報については、必ず４月10日までにステータスを「確定」として登録をお願いします。

通常稼働

これまでに入力されたデータの
参照のみ可能

利用者情報及びADL維持等情報に限り登録可能

★
4/11停止

★
4/22一部稼働開始

• 現行LIFEシステムでのデータ提出を実施
• 4月10日が現行LIFEシステムでの最終提出日

現行LIFEシステム利用期間 ＜全事業所・施設において必要な対応＞
a. 新システムの利用登録

（４ページ）①新LIFEシステムの利用登録 参照
b. 移行作業

（５ページ）②新LIFEシステムへの移行作業 参照

〇新LIFEシステムでできること
• 利用者情報登録
• ADL維持情報登録、利得計算機能
※ 現行LIFEでは過去に提出したデータの参照のみが可能

新システム移行期間

※注意※
４月11日以降、現行（令和3年度改定版）のLIFE項目※は、新LIFEシステム・現行LIFEシステムどちらにおいて
も、登録・編集ができなくなります。必ず４月10日までにステータスを「確定」として登録をお願いします。

※利用者情報とADL維持加算の様式情報については、新LIFEシステムにおいて編集が可能

事務連絡 ３．（３）４月10日までの登録様式の取り扱いについて に関連

現行LIFEシステム利用の事業所・施設向け
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令和6年

～3月 4月 5月～

現行LIFEシ
ステム

新LIFEシス
テム

事業所・施
設における
ADL維持等
加算算定
に係る対応

④令和６年４月における
ADL維持等加算算定の利得計算について

令和６年４月にADL維持等加算算定を開始する事業所・施設については、４月10日までに現行LIFEシステムにて「令和６年度ADL維
持等加算算定機能」による利得計算をお願いします。

通常稼働

これまでに入力されたデータの
参照のみ可能

利用者情報及びADL維持等情報に限り
登録可能

★
4/11停止

★
4/22一部稼働開始

現行LIFEシステム利用期間 新LIFEシステム移行期間

現行LIFEシステムにて令和６年度
ADL維持等加算算定機能利用可能

新LIFEシステムにて令和６年度ADL維持
等加算算定機能利用可能

事務連絡 ３．（５）４月にADL維持等加算を算定予定の介護事業者における利得計算について に関連

令和6年4月にADL維持等加算算定の利得計算
を予定している事業所・施設向け

※注意※
令和６年４月にADL維持等加算の利得値を計算し算定を開始する事業所・施設については、４月10日までに現行LIFEシステムに
て「令和６年度ADL維持等加算算定機能」による利得計算をお願いします。
４月22日～４月30日の間で、新LIFEシステムにて「令和６年度ADL維持等加算算定機能」による利得計算も可能ですが、新LIFEシ
ステム開始時には移行作業等もあるため、４月10日までに現行LIFEシステムにて利得計算を行うことを強く推奨します。57



 

介 護 保 険 最 新 情 報 

 

 

 

 

 

Vol.1253 

令和６年４月 18日 

厚生労働省老健局老人保健課 
 

貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室） 
各介護保険関係団体      御 中 

← 厚生労働省老健局老人保健課 

今回の内容 

令和６年４月からの「科学的介護情報シス

テム（LIFE）」の稼働等について 

計3枚（本紙を除く） 

連絡先  T E L  : 03-5253-1111(内 3944) 

F A X  : 03-3595-4010 
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事 務 連 絡 

令和６年４月 18 日 

 

各都道府県介護保険主管課（室） 御中 

 

厚生労働省老健局老人保健課 

 

令和６年４月からの「科学的介護情報システム（LIFE）」の稼働等について 

 

介護保険行政の円滑な実施につきましては、日頃から御尽力賜り厚く御礼申し上げます。 

「科学的介護情報システム（LIFE）」（以下「LIFE システム」という）につきましては、「令

和６年度介護報酬改定を踏まえた科学的介護情報システム（LIFE）の対応について」（令和

６年３月 15 日付事務連絡）に示すとおり、令和６年４月 22 日（月）より新 LIFE システム

の一部機能について稼働を開始いたします。 

つきましては、新 LIFE システムの稼働について下記のとおりご連絡しますので、内容に

ついてご了知の上、各都道府県におかれましては、本事務連絡の内容について、貴管内の介

護事業者、市町村、関係団体、関係機関等に対して周知をお願いいたします。 

 

記 

 

１．新 LIFE システムの稼働開始日時及びアクセス先 URL について 

新 LIFE システムの一部機能（利用者情報等録、ADL 関連機能等）について、以下に示

す日程、及びアクセス先 URL にて稼働を開始いたします。 

 

 稼働開始予定日時 

令和６年４月 22 日（月） 午前 9:00 頃 

 

 新 LIFE システム：アクセス先 URL 

https://life-web.mhlw.go.jp/ 

 

２．操作マニュアル・よくあるご質問等について 

新 LIFE システムの操作マニュアル及びよくあるご質問（FAQ）等については以下のペ

ージにて公開いたします。新規利用者様向けの「LIFE 導入ガイド」、既存利用者様向け

の「LIFE 移行ガイド」等も以下のページにて公開いたしますので、ご活用ください。 

 

 新 LIFE システム：操作マニュアル・よくあるご質問等のページ 

https://life-web.mhlw.go.jp/help 
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 なお、新 LIFE システム稼働開始までは、旧 LIFE システムにて、新 LIFE システムの「LIFE

移行ガイド」や「LIFE 導入ガイド」、その他操作説明書等の暫定版を以下のページにて公開

しておりますので、ご活用ください。 

 

 旧 LIFE システム：操作マニュアル・よくあるご質問等 

https://life.mhlw.go.jp/help 

 

３．新 LIFE システムの導入、及び機能や操作に関わるお問い合わせについて 

新 LIFE システム稼働開始後の各事業所からの新 LIFE システムの導入、及び機能や操

作に関するご質問は、これまでと同様に「LIFE ヘルプデスク」にて受付いたします。

「LIFE ヘルプデスク」へのお問い合わせは、以下を参考に、新 LIFE システムからお問

い合わせフォームをご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※これまでご利用いただいておりました、現行 LIFE システムのお問い合わせフォー 

ムでも受付可能です。（令和６年７月 31 日にて終了予定） 

【LIFE ヘルプデスク お問い合わせフォーム】 

 ログインや初回の設定に関するお問い合わせ 

ログイン前の「お問い合わせの方へ」からご登録ください。 

 

 

 ログイン後の操作に関するお問い合わせ 

新 LIFE システムログイン後の「お問い合わせの方へ」メニューからご登録くだ

さい。 
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４．電子請求受付システム（介護）に関わるお問い合わせについて 

新 LIFE システムの利用開始においては、電子請求受付システム（介護）を使用いた

します。電子請求受付システム（介護）の利用申請、及び操作方法については、以下ま

でお問い合わせください。 

※電子請求受付システム（介護）はインターネット請求のご利用を前提としたシステム

となります。 

 

 

 

 

 

５．その他の留意事項について 

新 LIFE システム上にて、令和６年度報酬改定に対応した様式の情報登録は令和６年

８月１日（木）より登録が可能となる予定です。 

 令和６年４月 22 日（月）～７月 31 日（水）までは、以下の情報の登録が可能です。 

 利用者情報登録 

 ADL 維持等情報登録、利得計算 

 

詳細については以下の資料にも記載しておりますのでご参照ください。 

 介護保険最新情報 Vol.1227 

「令和６年度介護報酬改定を踏まえた科学的介護情報システム（LIFE）の対応

について」（令和６年３月 15 日付事務連絡） 

https://www.mhlw.go.jp/content/001227783.pdf 

 

以上 

 

【共通ログインサポート窓口】 

電話番号：0570-000-887 

 E-mail  ：kyotsu-login@support-e-seikyuu.jp 
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